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ニューヨーク線を週5便にそれぞれ
週1便増便する。
　欧州域内では、FRA発ラルナカ（キ
プロス）、イスタンブール、スタバン
ゲル（ノルウェー）線をB777F型機
による定期便に組み込む。LCAGは
今年4月、短・中距離路線を担ってい
たA321F 型機の運航を停止した。
新たな運航会社が決まるまで、従来
のA321F型機就航地には大型貨物
機による代替運航などで対応すると
している。
　日本発着貨物便については、冬季
も成田→仁川→フランクフルトの1日 
1便（機材はB777F型機）で、夏季か 
ら変更なし。

　ルフトハンザカーゴ（LCAG）は
12日付で、2026年冬季スケジュー
ル（26年10月25日～27年3月
27日）の貨物便運航計画を発表し
た。フランクフルト（FRA）―台北
線にシンガポール経由を組み込むほ
か、北米ではニューヨークなど3路線
を増便する。また、インドでは12日
からムンバイ発着便をナビムンバイ
国際空港（NMI）に移管した。
　冬季では世界40都市を結ぶ貨物
便88路線を展開する。アジア太平洋 
地域では17都市に最大週46便を
運航する。
　アジア路線では、FRA発ホーチミ 

ン、上海経由ロサンゼルス線で夏季 
に増強した運航体制を継続する。FRA 
発台北、成都向けの増便分も、それぞ 
れ週3便で継続する。
　インドでは、ムンバイ発着の貨物便 
乗り入れ地点を、従来のムンバイ・チ 
ャトラパティ・シヴァージー・マハラー
ジ国際空港（BOM）から、同空港の
東方約30キロに位置するNMIに移
管した。従来空港の拡張に向けたイ
ンフラ改修に対応するもので、同地
域の産業・製造拠点と国際市場を結
ぶ輸送体制を維持する。
　北米では、ダラス・フォートワース
線を週4便、ヒューストン線を週3便、

冬スケでアジア、北米貨物便拡充
■LCAG、印乗り入れ地点変更も


